
馬鈴望号気中塊茎の人気的作成ご其の意義に就て (1)* 

溢谷起紀引

Koshioki SHIBUYA : Notes on the Artificial Formaion of Aerial Tubers 

in Potato and that Import (1) 

筆者は女の方法で， 気中塊茎及び暗処空中塊茎を作出した。

(A) Circular-notching法による気中塊茎 C第 !区l右端校〉品種，男爵

(B) Wire-ringing法による気中塊茎 C貫主E図〉品種左3 紅丸右，男廓

(C)浅槌過潟E去による気中塊茎 C第3図).品種，男爵

(D) 机抽斗 C暗処〉置床法による盤中塊茎 (ít~4図〉品種，紅丸

集中塊茎は何れの方法の場合でも，紅丸よりも男慢の方に生じ易かった。

1.最近， 馬鈴薯の新塊茎D形成過程に就ては，形態学的見地より(山本・野田t吟，又，生

理学的見地より(田JfIω)興味ある研究が主主され，更に， 新塊茎が旧塊茎たる親警と如何な

る関連を以て形成されるかに就ても野田氏?及び田川氏きがglJkに研究を進めて，略同様

な結果を得ている。而して保井氏~，によって観察された種事の貯水現象は，田川氏によれ

ば萌芽後還元粧の一時的増加に伴って起る もので，此の還元糖は共後，大部分が子事内に

移行し，野田氏によれば地下新塊撃の初期生長に役立つと言ろ。そして其れが使い果され

たとき親警は餓死する。

一方， 馬鈴薯筋封ニが地上に抽出し， 栄養生活を営むようになれば，光合成による茨水化

物は移行して， 塊茎形成期以後の新塊茎を肥大せしめる。

以上の事笑から，子裂の肥大は， 親喜内の貯戴炭水化物と，地上部から来る 茨水化物と

の両者に最も依存していると解される。然るに山本 ・野田氏 りによれば， 1蘭穿から生すなる

同時発生のねJ枝は， たとえ同時に肥大し始めても， 叉iE校の長さが如何にあろうとも，終局

に於て惑に大小が生じ親惑に近いもの程大惑と主主り， .11つ野田氏(5)によれば大小薯聞の肥

大率の差異は，共の組織の肥大率の差異並に乾物重の増加率の差異と全く平行自句であった。

而して此の事が植物体全体としての物質代謝生理に支配されるとの見地から， )f I上氏問の

「塊茎(l/lJkの生育停止期の早晩に依る」と言う設を否定した。此処に，個々D塊茎に生長

率の量的主主差を もたらす原因は何かと言う問題が投げられた。此の問題は明らかに，親警

からの炭水化物の上昇a移動と地上部からの炭水化物の下降移動との合流点に新塊茎が合成

される場合の，大小分化の原因を問題にしている。

筆者が気中塊茎及び暗処空中塊茎を作出したととは，合流点に於ける新塊茎の合成では

なく，両移動流をして夫k単独に新塊茎を形成せしめたととである。即ち集中塊茎は恐ら

く地上部茨水化物のみに依存して肥大したであろうし，抽斗内で作った暗処空中塊茎は親

惑の貯菰炭水化物のみに依存して肥大したであろう。では筆者の場合にも，新塊茎の大小

勢 1!l5C年度科学研究費に燦る研究

州農学部作物学育種学研究室 (Laboratoryof Crop Ecience and Plant Breeding， Faculty of 
Agriculture) 

13 



山形大学 紀~ (没 学) ~"j;ー匂ー

分化の現象が司うったであろうか。事実は，気中tJ1!.茎でも暗処空中塊茎でも，山 本・野田氏の

見?とと 同様に ， 親~r- v亡近いも の荘ー大著の傾向に あった。但し其等が完全に同時肥大開始で、

あったととに就ては多少の疑問が残ってい る。 以上の~FI :~:.山手起験観察の結果か らは， 同時

肥大開始の気中主韮慌塊藍乃豆地中 1次塊蓋聞に大小分化の起る原因は主蓋服穿乃至1次

包枝自体の塊霊化能力の差によ 吾とすべきで， 炭水化物の両移動流の競合乃烹干渉に よる

ものでは友いと言いよう。

両移動流の千wは寧ろ塊茎数楠加の経過様相のなかに表現~れるでふろ う 。 Jなおf医者は，親l)!}に無関

係に肥大する場合とし'-C， 徐lA妄抑苗，種子より生f--f，旬校や11長終期に於ける親殺:除去等を行い，観

察喜子準めつつおる。

2. 上記の両移動V1eにより合成される子裂は丸形であるのが普通であるが，吉正中塊茎に於

ては(弟ヨ関右上二〕 ヨ稜の三角フラ ζ コ形のものが， しばしばあ り，共与は茎の上方に生 じ，

茎を下方に降るに従って丸形となり ， 叉事~芸が充分に丸形となれば， 多くの場合， n夜3Jtが伺
枝 と化していた。 叉l培処空中塊茎は何れも丸形であった。此の事実によれば，版1リ;が可校

と なり且つ塊董が丸くな否には暗黒が必要てある ようである。松原。杉行Iì氏 も 陪Jt.~r制閣の

窓 中に於て馬鈴袈塊茎 を形成せしめんと した。
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Summary 

1) This author・madeartificially the aerial tuucrs in potato as shown in the plates. 

The methods were four一 (A) Circular-notching， (B) Wire-ringing， (C) 8hallow 
and、wetcultivation，. (D) Growing in th~ ua.rk drawer. 

2) The aerial tuhers uy (A)， (B) and (C) se，pmcd to t~lbcrizt) mainly with the 
materia~~ of top only， a~d thesc by (D) with the materials of 1110もhertuber only. 
3) Among th巴 aerialtubers appeared an evident diffcrencc in size as well as among 

subterranean tuucrs that tuuer ized with the lllatcrials of hoth saccharous curren的

confluent-from top and mother tuber. 

4) 80 it is aJ?le to saア七hatthe. djfference in size of tuber is、not.cau;;ed by the 

competition Or confllsion of two reversal currents， bllt by the characteris色旬、
tubcrizability of巴achblld. 

5) In light conditions. tubcrs. djd n9t become splwr-ical z}or. (ρrm scolonl. but ip， dark 

always found the reverse. 
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